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流通・取引慣行と競争政策の在り方に関する研究会（第１１回会合）議事概要 

 

平成２８年１２月１６日 

公 正 取 引 委 員 会  

 

１ 日時 平成２８年１２月９日（金）１３時３０分～１４時１０分 

２ 場所 中央合同庁舎第６号館Ｂ棟１１階官房第２会議室 

３ 出席者 

（研究会委員） 

座 長 土井 教之 関西学院大学名誉教授 

イノベーション研究センター客員研究員 

技術革新と寡占競争研究センター客員研究員 

会 員 川濵 昇 京都大学大学院法学研究科教授 

 武田 邦宣 大阪大学大学院法学研究科教授 

 中尾 雄一 パナソニック株式会社アプライアンス社日本地域コン

シューマーマーケティング部門コンシューマーマーケ

ティングジャパン本部法務部法務課課長 

 中村 美華 株式会社セブン＆アイ・ホールディングス法務部法務シ

ニアオフィサー 

 丸山 正博 明治学院大学経済学部教授 

 三村 優美子 青山学院大学経営学部教授 

 渡邉 新矢 外国法共同事業ジョーンズ・デイ法律事務所 弁護士 

（事務局） 

公正取引委員会事務総局 菅久経済取引局取引部長，佐久間官房参事官， 

小林経済取引局取引部取引企画課課長補佐 

 

４ 会議次第 

（１）開会 

（２）流通・取引慣行と競争政策の在り方に関する研究会報告書（案）について 

（３）閉会 

 

問い合わせ先 公正取引委員会事務総局経済取引局取引部取引企画課 

電話 ０３－３５８１－３３７１（直通） 

ホームページ http://www.jftc.go.jp 

  

http://www.jftc.go.jp/
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５ 議事概要 

（１）事務局から配布資料に基づき，前回会合における議論等を踏まえた報告書の修正

点について説明があった。その後，議論を行った結果，報告書は原案どおり取りま

とめることとされ，形式面等の所要の修正については座長に一任することとされた。 

（２）報告書に関連して，各会員から出された主な意見の概要は次のとおり。 

 

今後のガイドライン見直しの方向性等について 

 

（希望小売価格及び選択的流通について） 

 ○ メーカー等から流通業者に対する拘束を伴わない価格の提示方法や，選択的流通

について，より分かりやすい記載となるようにしてもらいたい。 

 

（二重限界化について） 

 ○ 最高再販売価格維持は二重限界化の問題への対応として有効であるという考え

方について，欧米と異なり日本のガイドラインでは記載がないが，記載する必要性

について検討してもよいのではないか。 

 

以上 


